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4 福島県双葉郡浪江町大堀地区を生産地とする国の伝統的工芸品に指定されている大堀相馬焼は、事故を 
起こした福島第一原子力発電所の 10 キロ圏内に位置していたために移転を余儀なくされ、内陸の二本松 








































































































































































































































含まれていた。昭和 11 年、雄勝分監が設置され天雄寺に寄宿舎を建設して旧薩摩藩士ら 70

























































和 20 年代半ばにピークを迎えた。この時期、工人 200 人、ダンケ（檀家）と呼ぶ販売業者
が 11 社あったというから、その活況ぶりを推して知ることができよう。 
順風満帆かにみえた雄勝硯と採石業は、再び 1960（昭和 35）年のチリ地震津波によって
80 戸以上が流失倒壊し、町は大きな被害を受けた。復興においては 3 メートルの嵩上げと
ともに浸水地域を居住地から除外する措置が取られたが、その後は徐々に低い土地にも住
宅は進出していった。 





写真 5.大正～昭和初期とされる女川周辺（宮城県）での採掘の写真  


















































































原石を採掘してその場で選別し、オオワリして工場に持ち帰るのは掘り出した 10 分の 1









写真 7.採石場で原石を運搬可能な大きさに割る （筆者撮影） 
 





























































































    






















































を好んで使ったのである。当時は、45 平というサイズの学童用を一日に 100 枚彫るのが当
たり前とされた。現在の石は深い層から掘るため、上質で硬く、その分一日に作れる枚数は





（2.5 寸×1.5 寸）、三五度（3.5 寸×1.5 寸）、四二寸（4 寸×2 寸）、四平（4 寸×2.5 寸）、
四五平（5.0×2.5 寸）、五平（5.0×2.5 寸）、五三寸（5.0 寸×3.0 寸）、四七寸（7.0 寸×4.0













写真 10.鑿を使って硯を手彫りする （筆者撮影） 
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